の智恵 くらべで もあって、 ほかに 余念の ない もの だ。 

しかし、 日本に は、 探偵小説 はあった が、 推理小説 

は 殆どなかった。 小 栗 虫太郎 など はヴ アン. ダインの 

一 番 悪い 部分の 模倣に 専一 であって、 浜 尾四郎 ゃ甲賀 

三郎の 作品 も、 謎解き をゲ— ム として 争う 場合の 推理 

や トリックの 確実 さがない。 終戦 前の 探偵 文壇 は 怪奇 

趣味で、 この 傾向 は 今日 も 残り、 推理小説 はすくない 

ので ある。 

近代文学 では ヴ オル テ ー ルの 「ザ ジッグ」 などが 素 

人 探偵の ハシリ かも 知れない が、 ザ ジッグが 探偵 眼 を 

働かせる と 女房の 間男 を 発見す るて いの ニヒリズムの 



産物で、 探偵小説 ではない。 

探偵小説の 祖は ポオ だが、 ドイルの ホ— ムズ 探偵 ま 

では、 推理小説の 初期で ある。 

ドイルまでの 世界 は 今日の 日本で は、 捕物帖に 移植 

されて いる。 捕物帖に は 指紋 や 科学的な 鑑識 は 現れな 

いが、 推理 や トリックの 手法 は ドイルで、 ドイル は 捕 

物 帖の祖 であり、 推理小説よりも 捕物帖 的で ある。 

今日の 推理小説の 形式 は、 ガボリオの ルコック 探偵 

から 始まって いる。 これが 「黄色い 部屋」 の ルレ タビ— 

ュに 発展して、 推理小説の 現代 式の 骨格 や トリックの 

在り方 は、 ほ、 V 確定した ようで ある。 しかし 「黄色い 



部屋」 に は 新奇の トリック を 狙い すぎ て 不合理が あり、 

確実 さや 合理性に 於て は ルコックよりも 退歩して いる 

と 見て よい。 これから あと は 現代で ある。 

「黄色い 部屋」 は 密室 殺人の 元祖で も ある。 この ト 

リック は 簡単で は あるが、 それだけ 現実的で もあって、 

犯人 は 犯行が 発見され たと き、 鍵の かけられた 密室の 

現場に いたので ある。 扉が あけられた とき、 扉の 裏側 

に ブラ 下って 隠れ、 やがて 見物人が きたと き、 自分 も 

その 一人の フリ をして、 室内に 現れて いたので ある。 

密室 はヴ アン. ダインに よって、 糸 を 利用した 工夫 

や、 蓄音機 を 利用した 工夫 や、 兇器 を 仕掛に よって 自 



人に よつ で 新 分野の ひらかれるべき 世界 だ。 

推理小説 という もの は、 常に 新しい 工夫、 新ト リツ 

クの 発見に よって 挑戦す ると ころに 妙味が あるの だか 

ら、 そう ヒョィ /\ と 卵 を 生む ような ヮケに は 行かず 

厳密な 意味で は 職業 作家と して は 成り立たない のが 自 

然 なので ある。 濫作して、 マンネリズムに おちいって 

は、 ゲ— ムの 妙味が 失せて しまう。 

ヴ アン. ダイン も、 愛好家から、 挑戦 を 思いた つて 

自ら 作品 を 書く ようになった もので、 アマチュア あが 

りら しく 挑戦 をた のしんで いる 素人の よさ や、 ついで 

に 銜学を ひけら かして 読者 を 煙に まいて いる 稚気の ほ 



う 作家で ある。 アガサ. クリス チ— 女史と エラ リ イ- 

ク. \ -— ンが、 そうで ある。 

クリス チ ー 女史の 華麗 多彩な 天分に 至って は、 驚嘆 

の ほか はない。 あれほどの 濫作 をして、 一作 毎に 工夫 

が あり、 トリックに マンネリズムが 殆どな く、 常に 軽 

快な 転身 は 驚く ばかりで ある。 文章 も 軽快、 簡潔で 

あって、 謎と きゲ ー ムの 妙味に 終始し、 その 解決に 当つ 

て、 不合理に よって 読者 を 失望させる ことが、 先ず、 

すくない。 ただ クリス チ ー 女史に は、 優雅な 美人 は 絶 

対に 犯人に ならない という 女らしい 癖が あって、 この 

癖が 分る と、 謎と きがよ ほど 楽になる ので ある。 



クロフツの 作品 は 推理小説の 型と して は 異色 ある も 

の だが、 「樽」 のよう な 名作 をの ぞくと、 駄作が 多く、 

不合理に 意外で あつたり、 はからざる 大 集団の 犯罪で 

あったり、 その ヒントが 与えられて おらず、 謎と きゲ— 

ム として は、 最後に 至って 失望 させられる ことの 方が 

多い よう だ。 

力— も 意外 を 狙いす ぎて 不合理が 多すぎる。 「魔棺 

殺人事件」 は 落第。 

個々 の 傑作と して は、 クリス チ— 女史、 クイ— ン、 

ヴ アン. ダインの 諸 作 は 別と して、 「矢の 家」 「観光 船 

殺人事件」 「ヨット 殺人事件」 「赤毛の レ ドメイン」 ほ 



危険に 身 を さらして いる ことになるの だが、 その 計算 

を 全然 忘れて いる。 そんな マ ヌケな 犯人が いるもので 

はない。 

すべて トリックに は 必然性がなければ ならぬ。 いか 

に 危険 を 犯しても、 その 仕掛け を 怠って は、 犯行 を 見 

ぬかれる、 という ギリ ギリの 理由が あって、 仕掛けに 

工夫 を 弄する という 性質で なければ ならぬ。 

「ァ クロ イド 殺し」 は アリバイ をつ くるた めに 蓄音機 

を 使い、 それ を 取り もどす 危険 を 冒す 必要が あった。 

そして その 仕掛けに 要した ちょ ッ との 時間、 五分 ほど 

の 差に よって、 トリック を 見破られて しまう ので ある _ 



ると いう ヒントが 与えられ ていない ことで ある。 

作者 は 自分が 熟知す る 地形 だから 一 人ノ ミコミ にな 

り 易い が、 充分に ヒント を 与えて おいた 上で、 なお 悠々 

と 謎と きゲ— ムを 争う に 堪えうる だけの 充分の 配慮と 

構成と トリックの 妙がなければ ならない。 

「Y の 悲劇」 にしても、 ふれた 手の 高さと、 ヴ ァニラ 

の 匂い を 総計す ると、 まァ、 犯人の 少年 を 描きうる こ 

とになる が、 それだけが ヒントと して は、 かな リ 漠然 

としす ぎて おり、 もうち ょッと 明確な ヒント を 与えて 

おいて、 読者 を 説服す る だけの 準備と 構成が ほし かつ 

た。 少年が 犯人で ある 動機、 他人の メモ を 見て 実行す 



知れない が、 物的証拠 を ヒントに だす こと は、 まず 不 

可能 だ。 ヒント はすべ て 状況証拠 であるが、 A でも B 

でも ありうる という 漠然 さがあって は 不可で、 A でも 

B でも C でも ありうる、 又、 D でも ありうる、 という 

ように、 提出した 状況証拠の 漠然 さが 増大す る ほど、 

その 推理小説 は 不出来で あると 見て よい。 

つまり、 ぬきさしならぬ 状況証拠 を ハツ キリ 提出し 

ておいて、 尚悠々 と 読者 を 迷わす だけの 構成の 妙が な 

ければ ならない ので ある。 

概して この 条件 を 外れる ことの 少 いのは、 アガサ. 

クリス チ ー 女史が 頭抜けて おり、 まさに 一 頭 地 をぬ く 



大 天才で ある。 

しかし、 横 溝 正史 も 病身 をお かして 多作しながら、 

作品の キズ は、 常に それほど 大きな もので はない。 相 

当ムリ にッジ ツマ を 合せる 苦し さは あるが、 トリック 

や ヒントの 華麗 さは、 外国に も あまり 例が なく、 たと 

えば、 「獄門 島」 に 於て、 犯人 を 和尚 単独に すると 手 易 

く 見破られ やすい、 そこで 一 人 一 殺ず つ 三人の 犯人 を 

仕立てた ところ は、 意外で あっても ムリ であるが、 三 

つ の 俳句に よる 殺人 法な どの トリック は 華麗であって、 

大いに 珍重し うる ものである。 

私 は 横 溝 君 を 世界の ベ スト. テン 以上、 ベスト • ファ 



と は 云わず、 最高級の 娯楽 品と して、 多くの 頭脳 優秀 

な 人た ちが、 謎と きゲ— ムの たのし さ を 愛される よう 

しょうよう 

慫慂 してやまない ものである。 

諸氏に して 謎と きゲ ー ムの おもしろさ を 覚えられた 

なら、 おのずから、 拙者 も ひとつ 新 トリック を 工夫し 

て、 未見の 友に 挑戦して やろうと いう ボッ ボッ たる 雄 

心 を 起す に 相違ない。 クリス チ ー、 クイ ー ン、 横 溝 ほ 

どの 天才がない 限リ、 職業 作家に なっても、 忽ち トリ ッ 

クに 行き 詰って マンネリズムに 落 込む ば かりだから、 

片手間に トリックの 発明 を 楽しみ、 職業 作家に なろう 

しど * つ 

などと 思わず 道楽と して 斯道に 精進され るよう、 おす 
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